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        1緒  言

 尿の酸素分圧は腎髄質，殊に乳頭部の酸素分圧

によって規定されるであろう事は現在迄のところ

異論がない1）一4）9）．その分圧の低い理由について

は種々の購読もあるが，機能の面より考えると細

尿管機能が髄質血流：量，髄質内酸素消費に影響を

与え，尿酸素分圧に反映されているのである．尿

細管の役割は電解質，水の再吸収，分泌である

が，これらの仕事に関しての面から尿酸素分圧の

因子を検：討してみた．先にNa， K濃度および

Na再吸収量と尿酸素分圧の関係について検討

し，特に相関関係は見出せなかったが5），本論文

においては濃縮希繹の面より尿の酸素分圧を検：凝

してみた．

       II 実験方法

 1）対象

 第1報に記した腎機能と尿酸素分圧の関係に用いた患

児と同一である．

 2）採尿法

 第1報において述べたと同様である．尿酸素分圧測定

用サンプルと同時にクリアランス用を採尿，血清サンプ

ル採取も同様である．

 3）酸素分圧測定法

 第1報において記したので省略する．

 4）クリアランス測定法

 a）尿素クリアランス（Curea）およびクレアチニン

クリアランス（Ccr）

 採尿方法については上述した．測定法として尿素はジ

アセチルモノオキシム法，クレアチニンはJaffe氏法に

より定量した．

 b） osmolar clearance （Cosm）

 osmolar clearallceはSmith6）により次式から導か

れる．

     Uosm．V      tw’6’s－m’ ’””’’””’’’’’’’’’””’””””（i）・ Cosm＝
 Cosm ： osmolar clearance

 Uos皿：urine osmolarity mosmil

 Posm ： plasma osmolarity rnosm／1

 V：urine volume cc／min

 本実験では都合上血漿浸透圧の代りに血清浸透圧を用

いた．浸透圧測定にはAdvance osmometerを使用し

た．

       III 実験結果

 1）尿素クリアランスと尿酸素分圧

 18例につき尿素クリアランスと尿酸素分圧との

関係をみた．尿素クリアランスは最高尿素クリア

ランスおよび標準尿素クリアランスの両方がある

ため，標準に対する％を用いて表した．Fig．1に示

す如く，尿酸素分圧との関係は殆んど認められな

Kaeko YAMAZAKI （Department of Pediatrics， Tokyo Women’s Medical College）： Relationship

between urinary oxygen tension and renal function in children with renal disease．

Report 2． Relationship between urinary oxygen tension and osmolar c！earance．

一 470 一”



39

rnmHg

60

 50
ミ

●麸

慧40
額

ミ

＆30’
ζ

む

x20
毫

ミ

k！0

A

A

e

oO． o

eeo

e

o
唇

o

s

A

e

20 40 60 80

 む   
胴

金

acttte gt， neph．ritis

nephrotic sy〃dfioノηe

’conaenital heart disease

aeeaired ，f ．，
non renat disease

／OO Y20 140
“rea clearance

160 180 200 220 0／o

Fig． 1． relation between ttrea clearance and urinary oxygen tension

mmHy

50

・ミ40
R
譜
・ 30

竈

？
さ 20

）

副0
．ミ

g・

 o

         a e
     oo 日ee

。愕靴ぜθ減｝

、    餅 ・
      e           e
           o

o

 Ae
 e
eoo
   o
A ．eeO

  （D日e

e

o

e

oo

o

     50．         ノ00          150          200

eooeeeoo acute gt． nfphritis GFR
OO purpufa nephritis
O p7etonephritfs
oee nephretic syndrome
A T．of Fallot A MSJ ． A AI
頂co∠d．四霞5carlet feyer日Orth．¢舐＋o磁⑳r4

   Fig． 2． relation between GFR and urine oxygen tension

250塩

い．またそのうち4例（△■①○）については

2回繰返して測定したものがあるが，うち3例が

尿素クリアランス大なるとき尿酸素分圧が下る傾

向をもち，ユ例が逆の関係をもつていた．

 2）．クレアチニンクリアランスと尿酸素分圧

 GFR（910merular filtratiqp rate）を測定する

には．，尿細管で再吸収される事のない物質につ．い

ては血漿，尿中濃度比．をもって現わす．イヌリン

クリアランスはこの点最：も望ましいが，実施上は

種々困難な点もあるのでクレアチニンクリアラン

スをもつて代行せしめた．Fig．2に見る如く明瞭

な相関関係は認められない．（同1記号は同1個

人を示す．以下同様）．しかしこれを50ml／min

以下，50～100ml／min，100～150m1／min，200

ml／min以上のブmツクに分けて見．ると，各部の

平均ではそれぞれクレアチニンクリアランスの高

い方が尿酸素分圧が上る傾向にある．しかし次に

これを個体別について見ると明．らかな相関関係を
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Tab． 1． relation between urinary oxygen tension and renal functions
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もつものはなかった．

 3）浸透圧クリアランス（Cosm）と尿酸素分圧

 浸透圧クリアランスも利尿の条件が同じである

ために，例数の大部分が5以下の範囲にある．

Tab1．1， Fig．3によればCosmの高い場合，．酸

素分圧が低い傾向にあるようである．これを個体

別について見ると，Cosmが16を示した急性糸球

体腎炎の1例は，同一個体に．つき．6回の測定値が

あるが，綜括して．みれば可成りの相関がある．よ．う

である．しかしCosm 1．1でも同一個体が可成り

低い酸素分圧を示している例もある．．

 4） 尿浸透圧（Uosm）と尿酸素：分圧

 Cosm測定時の尿浸透圧と尿酸素分圧の関係・を

見た．Tab．1， Fig．4に示し、た如く，尿浸透圧

の高いものは尿酸素分圧は高い値を示すもの恭な

い．浸透圧200mosm／1を示す9例中8例は尿酸

素分圧は30mmHg．以下である．個体別にみると

、8例中3例は低．い浸透圧の時に．は酸素分圧が高

一一 472 一一一
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い，すなわち負相関をもつ，3例は1回の測定値

のみで1例は不定である．

 5）Uosm／Posmと尿酸素分圧

 ．血漿浸透圧，尿浸透圧，比と尿酸素分圧の関係を

Tab．1， Fig．5に図示した．これらの例では全て

水利尿のためUosm／Posm×100では100以下の値

を示すものが殆んどである．この場合も50以下，

50～100，100以上の3プロツクに分けてみると，

浸透圧比の高いものは尿酸素分圧の高いものが少

ない．しかし50以下の部分では尿酸素分圧の分布

範囲が広くなっているようである．例えば浸透圧

比21，酸素分圧11mmHgと浸透圧比28，酸素分

圧47mmHgを示す点は同1人のものである．例

数が少ないため同一人個人で浸透圧比が広く分布

している例は少ないが，50以下と50以上に亘って

浸透圧比のある3例についてみれば，酸素分圧と

の関係は負の相関である．

 6）Free water clearance（CH20）と尿酸素

分圧

 free water clearance（CH20）は遠位ネフロン

で水よりも過剰に溶質が再吸収され，尿が希繹さ

れた場合に最：終的に排泄された尿では浸透圧に関

係しない純水が含まれその量を表している．すな

わち次式で与えられる．

  CH20＝V－COSM・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… （2）

    V：1分間尿量
    Cosm ： osmoler clearance

 逆に尿が濃縮される場合，すなわちCH20が負

の値をとるときは遠位ネフロンでの水の再吸収を

示す．free water clearanceと尿酸素分圧の関

係は濃縮能，希繹能と尿酸素分圧の関係に相当す

る．その関係はTab．1， Fig．6に示した如くで

正の相関の傾向にあるが，かなりぱらつきも多い

ようである．個々の別についてみると，2点以上

が1個人である7例のうち正の相関傾向をもつも

の4例，不定3例である．

 7） CH20／GFRと尿酸素分圧

 上に述べた如く溶質に無関係な水の出入りが糸

球体濾過量に対して占めている割合を，尿酸素分

圧との関係につき検討した．この二二は更に少な

いがTab．1， Fig．7によると少なくも（＋）の

部では正の相関がはっきりしているようである．

個々の例について見ると，2点以上の点をもつ6

例の中3例に正の相関，2例に不定，1例負の相

関にある事が分つた．

       IV 考  按

 クリアランスの原理は，正常腎においては糸球

体濾液成分は蛋白を除いて！血漿成：分と殆んど同一

であるという実験的事実に基いている．Smith6）

によれば，クリアランスとは“1分間に尿中に三
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泄される諸物質を供給する血液量”である．物質

によって撫世，再吸収の2面の制約を受ける．

 1）尿素クリアランス

 尿素は尿細管より再：吸収さるれ事がある．した

がって尿素クリアランスは糸球体細尿管の綜・含機

能を表わすものである．本実験では尿素クリアラ

ンスと尿酸素分圧には特記すべき相関は認められ

なかった．

 2） クレアチニンクリアランス

 クレアチニンは尿細管で再吸収されない物質で

あるため，ここではイヌリン，チオ硫酸ソーダ，

マニトーールを用いるクリアランスと同様に糸球体

濾過値として用いた．結果に示した如くGFRの

小なるときは尿酸素分圧カミ小さいという関係が認
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められた．クレアチニンは細尿管において排泄さ

れ，それ故にクレアチニンクリアランスは，イヌ

リンクリアランスより高い値を示すという報告が

ある7）．また一方クレアチニン類似の物質で色素

反応が同じため血中においてはクレアチニンと同

様に測定されるが，尿中には出現しないためた結

果としてクレアチニンクリランスは眞のGFRよ

り少ないものになるという報告がある8）．また腎

疾患が存在する場合にほ正常の場合に比してクレ

アチニンクリアランスは広い範囲に亘って分布す

るという，以上の理由カミクレアチニンクリアラン

スがGFRからかけ離れてると思われる理由で

ある．

 3） osmolar clearance

 osmoclearanceは尿の濃縮能および希繹尿など

．主として腎髄質機能を量：的に表現せんとしたもの

である．

 本結果ではosmoclearanceが高くなると共に

尿酸素分圧は減少する．すなわち負の相関カミ認め

られる．この事は言い換えれば濃縮能と腎酸素消

費は平行関係にあると二野もできる．

 4） free water clearance

 free water clearanceは遠位ネブロンで水より

も過剰に溶質が再吸収されて尿が希繹されれば最：

終的に尿には等張な尿成分が溶解している以外

に，溶質を全く含まない純水が含まれているが，

・その水の量：を現わす．すなわちV一・一Cosmで与え

ちれる希繹能の門標となる．

 Auklandlo）はこれと反対に尿酸素分圧と髄質

一血流量との関係を予想して，Cosm－Vと酸素分圧

の関係を麻酔犬について調べた結果，関係は何も

見出し得なかったといっている．しかし，negative

free water clearanceを濃縮能の示標とする点

に問題カミあるので，髄質血流量と尿酸素分圧の関

係をすっかり否定してはいない．

 本実験ではCH20とPO2の関係は，実験成績

κ示した通り余り明瞭ではないが，CH20大なる

ものはPO2大，すなわち希繹能と相関関係をも

つている．濃縮能とは負の相関にあるもののよう

である．

 5）尿浸透圧

 尿浸透圧の面から酸素分圧との関係を見ると一

定の関係は見出されない．尿浸透圧について重要

な部分を占めるのは尿中電解質，とり分けNa， K

であることは容易に想像され，著者も実験を行な

って確めている11）．またNa， K，個々およびNa

十：Kと尿酸素分圧との関係をみたが，一定の関係

は見出されなかった．次に尿浸透圧，血漿浸透圧

比についてみると，、これの高いもの程尿酸素分圧

が低い傾向が見られるようである．以上の事実

は，尿の酸素分圧が濃縮能と負の相関にありそう

な事を示國している．

       IV 綜  括

 入院患者につき尿酸素分圧測定を中心にして水

利尿条件下での尿酸素分圧とクリアランスを中心

とする濃縮能との関連につき検討し，次の結果を

得た．

 1）尿素クリアランスと尿酸素分圧の間には一

定の関係は見出されなかった．

 2） クレアチニンクリアランスとの関係はクレ

アチニンクリアランス小なるものは尿酸素分圧小

なる傾向がみられた．

 3）osmoclearanceと尿酸素分圧との間には

負の相関があるもののようである．

 4）尿浸透圧と尿酸素分圧には一定の関係は見

出されず，尿浸透圧／血漿浸透圧との間には，この

頭大なるとき尿酸素分圧は低い傾向が見られた．

 5）free water clearanceと尿酸素分圧は正

の相関の傾向にある．

 以上の結果から，尿酸素分圧と腎機能では濃縮

能との間に負の相関がある．

 終りに臨み終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜わり

ました恩師磯田教授，簑島教授，草地助教授に深謝致し

ます，また被検者の提供をして頂き種々の御教示を賜わ

りました篠塚講師，osmometerを使用させて頂きまし

た外科学教室に感謝致します．
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